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実践
交流
中学書写

百
人
一
首
を
素
材
と
し
た
教
材
の
開
発

　

書
写
の
学
習
は
系
統
的
に
そ
し
て
反
復
的
に
行
わ

れ
る
。
お
も
に
技
能
（
ス
キ
ル
）
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
学
習
で
あ
る
。
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル
は
国
語
の

学
習
や
日
常
生
活
に
生
か
さ
れ
て
い
く
。
一
方
、
ふ

だ
ん
の
国
語
の
学
習
を
書
写
と
関
連
づ
け
、
書
写
ス

キ
ル
の
不
足
部
分
に
気
づ
か
せ
つ
つ
、
国
語
か
ら
書

写
へ
と
広
げ
て
い
く
形
態
の
授
業
も
注
目
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
。

　

筆
者
は
か
つ
て
広
島
大
学
附
属
中
学
校
に
お
い
て

三
年
生
を
対
象
に
「
百
人
一
首
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ

う
」
を
実
践
し
た
。
６
〜
７
名
の
グ
ル
ー
プ
で
担
当

月
を
決
め
、
そ
の
季
節
に
あ
っ
た
歌
を
選
び
、
小
筆

で
書
い
て
カ
レ
ン
ダ
ー
へ
貼
る
。
卒
業
記
念
と
し
て

も
喜
ば
れ
た
。

　

百
人
一
首
は
短
歌
の
授
業
で
も
扱
わ
れ
、
中
学
生

に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
素
材
で
あ
る
。
書
写
に
関

し
て
は
、
練
習
に
ち
ょ
う
ど
良
い
文
字
数
、
配
列
配

置
を
工
夫
し
や
す
い
な
ど
、
主
体
的
に
取
り
組
め
る

素
材
と
言
え
る
。歌
か
ら
季
節
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
、

気
に
入
っ
た
歌
を
選
び
内
容
を
調
べ
た
り
で
き
る
な

ど
書
き
な
が
ら
読
み
を
深
め
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　

本
欄
で
は
二
〇
一
一
年
四
月
、
呉
青
山
中
学
校
の

二
年
生
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
特
別
授
業
の
様
子
を

紹
介
す
る
。
呉
青
山
中
学
校
は
、
学
校
行
事
と
し
て

百
人
一
首
大
会
が
行
わ
れ
、
国
語
科
は
授
業
内
外
で

そ
れ
に
向
け
た
学
習
や
準
備
を
行
っ
て
い
た
。な
お
、

こ
の
授
業
の
様
子
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
た
（
注
）。

第
一
時
　
担
当
月
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
を
選
ぶ

①
「
百
人
一
首
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
作
り
方
を
把
握
す

る
。

　

６
枚
綴
り
（
例
：
4
-5
月
頁
、
6
-7
月
頁
、

8
-9
月
頁
、
10
-11
月
頁
、
12
-1
月
頁
、
2
-3
月

頁
）、
6
〜
7
人
の
グ
ル
ー
プ
で
１
年
分
を
制
作
す

る
こ
と
。

②
担
当
の
頁
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
を
選
ぶ
。

　

歌
か
ら
季
節
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

第
二
時
　
試
し
書
き
を
す
る

①
用
紙
へ
試
書
し
、評
価
す
る
（「
自
己
評
価
用
紙
」）

と
と
も
に
、
教
科
書
の
参
考
作
品
例
や
「
評
価
活
動

を
促
す
た
め
の
作
例
」
を
示
し
、
改
善
案
を
作
る
。

・
周
囲
の
余
白
を
取
る

・
行
の
中
心
を
そ
ろ
え
る

・
行
頭
、
行
尾
を
そ
ろ
え

な
い

・
行
間
に
変
化
を
つ
け
る

・
漢
字
を
交
ぜ
る
↓
字
大

の
変
化
が
つ
く

国
語
授
業
か
ら
協
働
し
て
広
げ
る
中
学
書
写
の
提
案

│「
百
人
一
首
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
」の
実
践
│

 

谷
口
　
邦
彦
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第
五
時
　
相
互
評
価
を
す
る

①
試
書
か
ら
ま
と
め
書
き
ま
で
を
並
べ
て
自
己
評
価

し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
作
品
を
見
な
が
ら
相
互
評

価
す
る
。

②
班
長
が
、
グ
ル
ー
プ
内
の
評
価
の
様
子
を
全
体
に

報
告
す
る
。

②
配
列
・
配
置
を
考
え
る
。

　

短
冊
に
書
く
。
５
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
短
冊

を
切
り
、
用
紙
へ
配
置
を

工
夫
し
て
貼
る
。
全
体
で

今
一
度
目
標
を
確
認
し
、
全

体
の
配
置
を
仮
決
定
す
る
。

第
三
時
　
行
書
に
調
和
す
る
仮
名
の
練
習

①
行
書
の
特
徴
と
共
通
な
書
き
方
に
気
づ
く
。

　

・
終
筆
が
変
わ
る

　

・
線
が
つ
な
が
る　
　

　

・
線
が
省
略
さ
れ
る

②
用
紙
に
書
く
。

③
行
書
に
調
和
す
る
仮
名

の
練
習
を
す
る
。

（
空
書
。
苦
手
な
平
仮
名

の
取
立
て
学
習
を
す
る
。）

第
四
時
　
ま
と
め
書
き

①
用
紙
に
書
く
。

②
全
体
の
配
置
を
決
定
し
、
ま
と
め
書
き
を
す
る
。

書
き
浸
る
。
最
低
限
の
個
人
指
導
を
行
う
。
グ
ル
ー

プ
の
人
数
分
を
書
く
。

③
カ
レ
ン
ダ
ー
へ
貼
り
、
完
成
さ
せ
る
。

（
消
し
ゴ
ム
印
で
良
い
の
で
、
印
を
押
す
と
見
栄
え

が
良
く
な
る
）

求
め
ら
れ
る
三
つ
の
書
写
力

　

本
実
践
は
、
芸
術
性
を
加
味
し
た
表
現
能
力
の
面

を
意
識
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の

「
表
現
す
る
た
め
の
書
写
力
」
以
外
に
も
、
目
的
や

相
手
、
書
式
な
ど
に
あ
わ
せ
て
意
思
を
的
確
に
「
伝

達
す
る
た
め
の
書
写
力
」
や
、
メ
モ
・
ノ
ー
ト
（
記

録
）
を
と
る
速
度
や
ア
イ
デ
ィ
ア
の
湧
出
に
あ
わ
せ

て
「
記
録
す
る
た
め
の
書
写
力
」
等
を
い
か
に
つ
け

て
い
く
か
が
、
今
、
書
写
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

中
学
校
の
書
写（
特
に
二
、三
学
年
）に
お
い
て
は
、

ス
キ
ル
の
学
習
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
ふ
だ
ん
の

国
語
の
授
業
か
ら
国
語
の
先
生
方
に
よ
る
新
し
い
書

写
授
業
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
五

時
間
の
単
元
学
習
の
形
態
を
と
っ
た
が
、
学
習
指
導

計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
も
柔
軟
で
あ
り
た
い
。

注  Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
百
人
一
首
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
」（
株
）
坪
川
毛

筆
刷
毛
製
作
所
（
広
島
県
呉
市
）
制
作
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。
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